
大樹町航空宇宙ニュース

特集：こうのとり搭載 小型回収カプセル
高空落下試験（JAXA）

国際宇宙ステーション（ISS）では宇宙環境を利用した様々な実験が行われています。しかし、その貴
重な実験の成果を地球に持ち帰る機会は限られた回数しかありません。

そこで、JAXAではISSに物資を運ぶ「こうのとり」に「小型回収カプセル」を搭載し、そのカプセル
に実験成果を載せて地球へ帰還させるという技術の開発を進めています。

この技術により、宇宙での実験成果の回収頻度を上げられることから、ISS利用成果の最大化が期待さ
れています。

試験の目的

大樹での試験の流れ

大樹町では多目的航空公園を拠点にして、ヘリ
コプタで吊るした小型回収カプセルの試験モデル
を高度2 kmから海上に落下させて、パラシュート
や回収機構の動作確認、落下速度や着水時の衝撃
等の計測試験が実施されました。

大樹では何をしたの？

こうのとりは、ISSに食糧、
衣類、実験機材等を運びます。
小さく見えますが、大きさは
大型観光バス程もあります。

▲ 国際宇宙ステーション（ISS）

ISSからの実験サンプル
回収はロシアやアメリカ
に依存しているため、速
やかに日本に届けられる
日本独自の回収技術が望
まれています。

▲ ロボットアームに保持される「こうのとり」

2015年から2017年の3年間で計4回試験が実
施され、特に4回目の試験は実用に向けた最終確
認試験として実施されました。

なお、小型回収カプセルは2018年度に打上げ
られる「こうのとり」7号機に搭載され、実際に

サンプル回収が行われる予定です。

9:30
試験前準備、
回収船出発

10:00
ヘリコプターに試験モデルを
吊下げ、実験場出発

11:15
試験モデルを海上へ投下、
回収船により回収

13:00
回収船帰港、回収した
試験モデルを実験場へ
輸送して試験終了
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このコーナーでは、本紙に出てきた宇宙関連
の用語を解説します。今回、取り上げる用語は
「こうのとり」です！

「こうのとり」は、宇宙ステーション補給機
（HTV：H-II Transfer Vehicle）の愛称で、
食糧や衣料などの生活物資、新しい実験装置、
電池のような消耗品などを国際宇宙ステーショ
ン（ISS）に運ぶため、2009年から年1機程度
打上げられています。

ロケットの設計・製造・打上げのすべてを学生が行う団体、
それが東海大学学生ロケットプロジェクトです。宇宙空間に
到達するロケットを目指し、平成7年から活動を続け、大樹
町では平成15年からほぼ毎年打上げ実験を行っています。

東海大学 学生ロケットプロジェクト
今年も大樹でロケット打上げ実施予定！

今年も2月28日から3月7日にかけて来町し、ロケット1機
の打上げ実験を予定しています。

また、新たな試みとして広報企画「ゆめロケ！」を展開中。全
国の小学生110名から募集した「将来の夢」のイラストをロケッ
トに貼り付けて打上げます。打上げ当日はInstagramやTwitter
で動画配信を予定。詳細はプロジェクトHPをご覧ください。

← 学生ロケット
プロジェクトHP

↑ 「ゆめロケ！」
応募イラスト

HTVの愛称は一般公募
され、赤ん坊や幸せといっ
た大切なものを運ぶコウノ
トリのイメージがHTVの
ミッションを的確に表して
いるため、「こうのとり」
が選ばれました。

現在、ISSへの補給船はHTVの他にアメリカ、
ロシア、欧州にあり、それぞれ特徴や目的が違
っています。HTVは、1.3 m四方のハッチを備
えており、大型の実験資材をISSへ輸送できる
唯一の補給船である他、6号機現在まで一度も
失敗しておらず、安定した輸送が特徴です。

HTVは今後、2018年度に7号機、2019年
度に8号機と9号機が打上げられる予定で、そ
の後は新たな宇宙機（HTV-X）に移行します。

皆さんもHTVにぜひ注目してください！
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